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芦生演習林産樹木の実生形態

1．アケビ科，ウルシ科，ミズキ科，エゴノキ科，ハイノキ科，クマツヅラ科

山中典和・永益英敏1■梅林正芳”

は　じ　め　に

　樹木の生活史上，種子の散布から発芽～実生の定着までの時期は最も死亡率の高い段階であり，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り森林の種構成や樹木の空間分布にも大きな影響を与える重要な段階である。このことから近年，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ樹木実生の定着様式に関する研究が盛んに行われるようになってきた。しかし野外で発生した

多様な樹種からなる実生の同定は難しく，かなりの経験と知識が要求されることから，当年生実

生の同定に役立つ図鑑が必要とされる。また樹木実生の定着様式はその形態と密接な関係があり，

この点からも詳細な実生形態の記載を基礎とした形態学からのアプローチが必要と考える。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　め　樹木実生の詳細な記載や図を伴う研究は，アメリカのSchopmeyerの研究を初め，北西ヨーロッ
　リ　　　　　ゆ　　　　　　　　　ロカ　　　　　　　　　　　　　　　　ぺゆパ，中国，中米　，東南アジア　等の樹木について，林業上あるいは植物分類学上の見地から

近年盛んにおこなわれてきつつある。

　わが国では樹木の実生形態に関する研究の歴史は古く，日本林学会誌に昭和2年から昭和14年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　エの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロエカゆまで柳田由蔵の「森林樹木の稚苗図説」　が連載されている他，近年では小見山ら　が岐阜県
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エヨラ産の樹木稚樹についての簡単な報告を行っている。また山中　は日本産主要樹種の発芽型や育苗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　め方法に加えて実生の形態について報告しており，宮部らの「北海道主要樹木図譜」　にも85種の

実生の図が載せられている。これらの中でも柳田の研究は外国産樹種を含む591種について詳細

な記載と図をともなった研究であり，今後の樹木実生に関する研究の基礎となる重要なものであ

る。しかし種の検索表がなく，また図が詳しくないために，近縁種間の区別が困難であることが

難点であり，実際に種の同定が困難な場合が多い。

　本研究では，まず日本の温帯林を構成する樹種が豊富に生育する京都大学芦生演習林を対象と

し，林内に自生する樹木について実生形態の詳細な記載をおこなうことを第一の目的とした。ま

た，科ごとに種の検索表をつけ，近縁種間での形態比較をおこなうとともに，芦生演習林内に発

生する実生の同定の手引としても使用できるように配慮した。記載は科ごとに行い，科内の全て

の種に関する資料が揃ったものから順に発表することにした。今回はアケビ科，ウルシ科，ミズ

キ科，エゴノキ科，ハイノキ科，クマッヅラ科について報告する。

　樹木実生の同定について御教示いただいた鳥取大学付属乾燥地研究センターの玉井重信博士に

Norikazu　YAMANAKA，　Hidetoshi　NAGAMAsu　and　Masayoshi　UMEBAYAsHI

Seedlings　of　woody　plants　in　the　Kyoto　University　Forest　din　Ashiu．

1．　Lardizabalaceae，　Anacardiaceae，　Cornaceae，　Styracaceae，　Symplocaceae，　Verbenaceae

’：京都大学教養部生物　“：京都市左京区岩倉花園町
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感謝の意を表する。また種子の収集に協力いただいた倉敷市立自然史博物館の狩山俊吾氏，並び

に種子の播種及び実生の栽培に協力頂いた真鍋逸平，上田晋之助氏をはじめとする京都大学農学

部附属演習林本部試験地の方々に深謝する。

資料の収集及び記載の方法

　実生形態の記載を行う種類は，京都大学芦生演習林に自生する木本植物に限定して行った。芦

生演習林は京都府北桑田郡美山町芦生に位置し，福井，滋賀両県に接している。標高は355mか

ら959m。地質は中，古生層に属し，土壌は森林褐色土が大部分を占め，一部ポドソル化された

土壌も認められる。気候は日本海型で，事務所構内（海抜363m）の年平均気温は11℃，年降水

量は2371㎜，積雪深は1m前後である。植生は標高約600mを境とし，コナラやウラジロガシが
多くみられる暖帯落葉樹林帯からブナ，ミズナラを主とする温帯落葉樹林帯へと移行する15）。こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬれはわが国では最も木本植物の種数が多い森林帯であり　，岡本は芦生演習林で63科238種（変

種を含む）の木本植物を記録している。

　今回実生形態の記載に用いた標本は，芦生演習林を中心とした，主に京都府と滋賀県内の個体

から種子を採取し，それをバーミキュライトを入れた播種箱で播種栽培したもめを主とし，野外

で採集した実生標本（自生）も参考にした。採集場所及び，標本にした時期は各種の記載の最後

に記述した。各部分の長さや幅の測定にあたっては，初生葉が1～2枚展開した発育段階のもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エエケエカ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みを使用し，複数の標本での最大と最小の範囲で示した。また柳田，小見山ら　，山中，宮部
　エめ
ら　に記載あるいは図版が見られる場合は，そのページと図版番号を示した。

実生形態に関する用語

　幼植物の形態的な形質は分類学・形態学上重要であることはよく指摘されるところである18’19）。

しかし幼植物の形態についての用語がほぼ確立しているのは胚の段階までで，実生形態について

は定義の曖昧な用語がかなり多い。この原因はおそらく実生段階の研究が生態学的な視点から行

われることが多く，分類・形態学的な研究が乏しかったためと考えられる。特に日本では分類・

形態学的な研究があまり行われてこなかったため適当な訳語が見あたらないものもある。本研究

ではできるだけ詳細な記載を目的の一つとしたため，いくつかの用語については再定義をし，ま

た新しい訳語を作る必要があった。従来と多少異なる使われ方をしているものや，あまり一般的

でない用語については以下に項を設けて解説した。本論文中の実生形態に関する用語についてそ

の後にアイウエオ順に簡単な説明を行い，模式図に示した（図一1）。基本的にはde　Voge19）の

定義に従っている。

　1．地上子葉と地下子葉

　実生はその形態からおおきく2つのグループにわけることができる。一つは子葉を地上に持ち

上げ展開するものであり，もう一つはカシ類のように子葉は果皮または種皮の中にとどまったま

までいるものである。この状態を示す用語にはepigealとhypogeal，　phanerocotylarとcrypto－

cotylarの2組がある。語義的に前者は子葉の空間的な位置を示す言葉でKlebsc°｝によって用いら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くぴれた。後者は子葉が果皮または種皮の中にとどまっているかどうかを示す言葉でDukeがKlebs

の用語を変更したものである。両者ははっきりと区別されることなく，ともに地上子葉，地下子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り葉（または地中子葉）と訳されているが，Ngが指摘するとおりこの両者の組合せによる記載が
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可能であり，それぞれ独立した概念として取り扱うべきである。従って本論文ではepigeal，

hypogealを地上子葉，地下子葉と訳し，　phanerocotylar，　cryptocotylarに対しては開出子葉，非

開出子葉の新訳語をあてた。

　2．子葉についで発生する初期の葉

　子葉についで発生する初期の葉に対する用語にはfirst　leaf，　cataphyll，　eophyllがある。　first

leafは子葉のあと最初に形成される葉であり，第1葉と訳される。　cataphyllはカシ類の実生に見

られるような初期に形成される鱗片葉などをさす。cataphyl1は一般的にはシュート形成の初期

にでる異形葉を指す語で低出葉と訳される。本論文でも低出葉を用いた。eophyllは葉身が発達

する初期の葉を指すが適当な訳語がない。一方，子葉についで形成される葉に対してはしばしば

初生葉という語が用いられるが，これは形態学的には多少曖昧で第1葉を含む数枚の葉に対して

用いられることもある。本論文では初生葉をeophyllの訳語として扱ってある。すなわち最初に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　め葉身を発達させる葉と定義する。中国では馬らが第1葉またはその後の数葉に対して用い，そ

れがcataphyllである場合には退化的初生葉（または初生不育葉），　eophyllには発育葉を使って

いることは注意しておきたい。

　3．胚軸と根の間

　胚軸と根との境界はcolletまたはneckと称され，しばしばはっきりとした形態的な特徴を示

すことがある。しかしこの部位にも適当な訳語がない。本論文ではcolletに対し，胚軸界の新訳

語をあてた。胚軸に毛や微突起があったり，宿存根毛がある場合には容易に察し得る。

　4．宿存根毛

　根毛は通常数日でその機能を終えて凋落するが，植物によっては根に長く根毛を残すものがあ

り，これを宿存根毛（persistent　root　hairs）という。この形質は分類群ごとにかなり安定して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　のおり重要である。最近では清水・出口がこれについて解説をしている。

異形子葉anisocotyly，　heterocotyly：子葉の形態，大きさ，機能が等しくない場合をいう。

開出子葉phanerocotylar：発芽後のある期間，子葉が果皮，種皮などの外に完全に出るような

　場合をいう。（→非開出子葉）

合生子葉gamocotylar：子葉どうしが全体または部分的に合生している場合をいう。

宿存根毛persistent　root　hairs：数日程度で凋落する根毛に対し，長く宿存する根毛をいう。

主根tap　root：幼根に直接由来する太い一次根。

子葉cotyledon：種子植物の胚または実生における最初の節につく葉的器官。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の子葉節cotyledonary　node：子葉のつく節。柳田の「胚節」に相当。

上胚軸epicotyl：子葉と第1葉との節間。第1節間。

初生葉eophyll（s）：子葉の発生後，最初に十分に発達する（数枚の）葉。第1葉を含むとは限

　らない。（→第1葉，低出葉）

第1葉　first　leaf：種子植物の個体発生中に子葉についでできてくる葉。

地下子葉hypogeal，　hypogean，　hypogeous：発芽後，子葉が地面よりも下にある場合をいう。

　この場合ほとんどすべて非開出子葉である。（→地上子葉）

地上子葉epigeal，　epigean，　epigeous：発芽後，子葉が地面よりも上にある場合をいう。（→地

　下子葉）

低出葉cataphyll：子葉と初生葉との間に生じる鱗片状の葉。一般にシュート形成の初期に生ず

　る異形葉をいう。

胚軸hypocotyl：胚または実生において，子葉節と胚軸界（または幼根，根）との間の部分。
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胚軸界collet：胚軸と根との境界。特にはっきりと分かる場合や，特別な構造がある場合に用

　いることが多い。

非開出子葉cryptocotylar：発芽後も子葉が果皮内，種皮内または胚乳内にとどまったままで，

　外に出ることなく落ちてしまうような場合をいう。（→開出子葉）

幼根radicle：胚における根の最初の原基。

　

　

　

　地下子葉型

hypogeal　seedling

　地上子葉型

epigeal　seedling

図一1　実生形態の模式図
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結果及び考察

アケビ科　Lardizabalaceae

　世界に8属35種。日本に2属3種があり，すべて木本つる性；実生形態は地上子葉，開出子葉

型；低出葉はなく初生葉は互生する。

　芦生演習林にはアケビとミツバアケビの2種が生育する。アケビは全域に普通に生育するがミ

ツバアケビはやや少ない。大形動物に食べられて分散し，糞中から数本かたまって発芽している

ことがよくある。

la第1葉の頂小葉は楕円形で，円鋸歯縁にはならない。第3葉目ごろから4～5枚の小葉をもつ

　　掌状複葉となる……・・…………・…・・……………・………・……・…・…・……・…　1．アケビ

1b第1葉の頂小葉は3角形～ひし状卵形で，円鋸歯が目だつ　………………　2．ミツバアケビ

1．アケビ　Akebia（quinata（Thunb．）Decne．，図2：2

　実生：　地上子葉，開出子葉型。散布後すぐに発芽するが子葉は種皮内にとどまったままで，

翌年展葉する。

　胚軸：　丸く紫褐色，無毛。長さ15－30㎜，直径1－1．5㎜。

　子葉：　2枚，対生。やや革質。楕円形，円頭～微凹頭，模脚～漸尖脚，全縁。両面無毛，上

面は緑色，下面は淡緑色。脈は3行脈状で5脈がめだち下面で明瞭。長さ10－20㎜，幅6－10㎜。

葉柄は無毛，やや紫色を帯びる。長さ2－4㎜。基部で合生し，左右の子葉が連絡する。

　上胚軸および茎：　子葉節付近から第1葉が出て上胚軸はほとんどない。第2節間は短くても

明瞭で長さ2－25㎜。茎は丸く無毛。

　葉：　低出葉はない。初生葉は最初から互生。第1葉と第2葉はふつう3出複葉。第3葉目く

らいから4－－5枚の小葉をもつ掌状複葉となる。第1葉の小葉は3枚ともにほぼ同大。頂小葉は

円形，楕円形または卵形，まれに倒心形。側小葉はやや斜形となり楕円形～卵形。3小葉とも凹

頭だが主脈がわずかに突出して小突起を形成する。広い模脚，円脚または切脚。ほとんど金縁ま

たは粗く低い円鋸歯縁。両面無毛。上面緑色，葉縁や葉柄の付け根付近が赤味を帯びることがあ

る。下面淡緑色でやや粉白。小葉の脈も3行脈状。頂小葉は長さ20－25㎜，幅15－20㎜。小葉柄は

約5mm。上面に溝がある。葉柄にも上面に溝があり長さ30－40㎜。ともに無毛。葉柄の基部はや

や肥大する。第2葉以降もほぼ同様。

　胚軸界及び根系：　胚軸界は不明瞭。主根は明瞭だが側根が長くのびる。茶褐色。宿存根毛は

疎らにある。

　標本：　兵庫県美方郡浜坂町（播種栽培）15．v．1991（図版），芦生演習林（播種栽培）26．　iii．1987，

28．v．1987．

2．ミツバアケビ　Aleebia　trifoliata（Thunb．）Koidzumi，図2：1

　　柳田（1928），第37；小見山　他（1988），p．432，　fig．57．

　実生：　地上子葉，開出子葉型。散布後すぐに発芽するが子葉は種皮内にとどまったままで，

翌年展葉する。

　胚軸：　丸く，やや紫色を帯びる。無毛。長さ15－30mm，直径1－1．5mm。

　子葉：　2枚，対生。やや革質。楕円形，円頭～やや凹頭，模脚～円脚。全縁。両面無毛。上
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図一2　1．ミツバアケビ　、4励∠αtnfoliata，1a：habit（X1），1b：cotyledon（X2），1c：first　leaf

　　　　　　（X1）

　　　　2．アケビ　AW玩αquinata，2a：habit（X1），2b：cotyledon（X2），2c：first　leaf（X1）

面緑色，下面淡緑色。脈は3行脈状で5脈が目だち下面で明瞭。長さ10－15㎜，幅6－9㎜。葉柄

は無毛，やや紫色を帯びる。長さ1．5－3㎜。基部で合生し，左右の子葉が連絡する。

　上胚軸および茎：　子葉節付近より第1葉が出るため上胚軸はほとんどない。第2節間もきわ

めて短く0－2㎜。茎は丸く無毛。

　葉：　低出葉はない。初生葉は最初から互生。3出複葉。第1葉の小葉は3枚ともにほぼ同大，

3角形～ひし状卵形。凹頭だが主脈がわずかに突出して小突起を形成する。頂小葉は切脚～広い

襖脚。側小葉はやや斜脚となり切脚～やや心脚。粗い円鋸歯縁。両面無毛。上面緑色，葉縁や葉

柄の付け根付近が赤味を帯びることがある。下面淡緑色でやや粉白。小葉の脈も3行脈状。頂小

葉は長さ20－25㎜，幅15－20mm。小葉柄は約5㎜。上面に溝がある。葉柄にも上面に溝があり長さ

30－40㎜。ともに無毛。葉柄の基部はやや肥大する。第2葉以降もほぼ同様。

　胚軸界及び根系：　胚軸界は不明瞭。主根は明瞭だが側根が長くのびる。茶褐色。宿存根毛は

疎らにある。
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　標本：　京都府相楽郡精華町（播種栽培）20．v．1991（図版），京都市比叡山（播種栽培）6．v．1987，

芦生演習林（自生）24．v．1985，京都市左京区修学院（自生）9．iv．1986，4．v．1986．

ウルシ科　Anacardiaceae

　世界に60属600種。日本には2属7種が分布し，すべて木本。実生形態は多様で地上子葉型，

地下子葉型；開出子葉型，非開出子葉型がある。ただし日本に産するものはすべて地上子葉，開

出子葉型であり，地下子葉型のものは知られていない。

　本演習林にはウルシ属の3種があり，いずれも林内に普通にみられる。実生も林道，歩道横，

伐採跡地に多く発生するがツタウルシの実生はやや少ない。低出葉はなく初生葉は3出複葉で対

生；根は赤褐色の宿存根毛を密生する。

1a胚軸は無毛　…・ 1．ッタウルシ

1
2
0
0

31図 ッタウルシ　Rhus　ambigua，1a：habit（X1），1b：cotyledon（X2）

ヌルデ　Rkus　iavαnica，2a：habit（X1），2b：cotyledon（X2）

ヤマウルシ　Rhus　trichecarpa，3a：habit（X1），3b：cotyledon（X2）
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1b　胚軸に短毛がある

　　2a　第1葉（第2葉）の頂小葉の切れ込みは2　一一3対，子葉の下面は通常紫色を帯びる

　　　　．．＿＿＿＿＿＿．＿．．＿＿＿………………………・・…・……………・……・　2．ヌルデ

　　2b第1葉（第2葉）の頂小葉の切れ込みは1対，子葉の下面は通常紫色を帯びない

　　　　…・…・…………・……・・…………・…・・……………・…………・…・…・・……　3．ヤマウルシ

1．ツタウルシ　Rhus　ambigua　Lavallee　ex　Dippel，図3：1

　　柳田（1929），第199；山中（1975），p．40；小見山・矢野（1989），　p．268，　fig．24．

　実生：　地上子葉，開出子葉型。散布の翌年発芽する。

　胚軸：　丸く無毛。淡緑色だが赤味を帯びることがある。長さ20－30㎜，直径約1㎜。

　子葉：　2枚，対生。やや革質。楕円形～長楕円形，少し歪みやや左右非対称形になることが

ある。円頭，円脚～模脚，しばしば斜脚となる。全縁。両面無毛。3行脈が目だつ。脈は上面わ

ずかに隆起するが下面には隆起しない。上面では脈はやや不明。長さ10－14㎜，幅5－7㎜。葉柄

は上面に広い溝があり通常無毛，まれに疎らに短毛を布く。長さ2－3mm。基部で合生して左右

の子葉が連絡する。

　上胚軸および茎：　上胚軸は短く1－2mm。上向きに曲がった毛を散生する。茎にも同様の毛

がある。

　葉：　低出葉はない。初生葉は対生し，第3葉から互生する。3出複葉。第1，第2葉ともに

小葉はほほ伺大で卵形，鋭頭，漸尖脚。粗い欠刻状鋸歯があり，頂小葉では一対かまたは全縁。

葉縁および脈上に短毛がある。頂小葉は長さ12－20㎜，幅5－10㎜。葉柄はやや赤味を帯び，上向

きの短毛を疎らに布く。第3葉が展開した時点での第1，第2葉の葉柄は10mm前後，長いもので

20mmに達する。幼芽は短毛を密生し淡紅色を帯びる。

　胚軸界および根系：　胚軸界は明瞭でそこから数本の根がのびる。主根はあまりはっきりしな

い。根は赤褐色で同色の宿存根毛を密生する。

　標本：　芦生演習林（播種栽培）25．iv．1988（図版），芦生演習林（播種栽培）17．iv．1987，

28．v．1987，芦生演習林（自生）19．vii．1984，6．vii．1986．

2．ヌルデ　Rhus　iavanica　L．，図3：2

　　柳田（1927），第14；宮部・工藤（1929），3：1，t．62，’フシノキ’；山中（1975），　p．40；小

見山　他（1988），p．429，　fig．36．

　実生：　地上子葉，開出子葉型。散布の翌年および翌々年に発芽する。

　胚軸：　丸く，やや紫色を帯び，下向きに（多少上向きの毛も混じる）曲がった短毛を布く。

長さ20－40㎜，直径0．5－1㎜。

　子葉：　2枚，対生。やや革質。楕円形～長楕円形，鋭頭～円頭，模脚～漸尖脚。全縁。両面

無毛，しばしば葉身基部の中脈上に短毛がある。上面淡緑色，下面は通常紫色を帯びる。脈は明

瞭な3行脈で，左右の脈が先端までのびる。長さ7－12㎜，幅3－5㎜。葉柄は短毛があって紫色を

おび，上面に広く浅い溝がある。長さ2－3mm。基部で合生し左右の子葉が連絡するがやや不明瞭。

　上胚軸および茎：　上胚軸は曲がった短毛を密生し長さ3－10㎜。茎にも同様の毛を布くが，

上に行くほど上向きの毛が多くなる。

　葉：　低出葉はない。初生葉は対生し第3葉から互生する。第4葉くらいまで3出複葉。第1

葉および第2葉は頂小葉は側小葉よりも大きく，披針形，鋭頭，漸尖脚，2－4対の欠刻状鋸歯

がある。ほとんど無柄。長さ15－20mm，幅5－10㎜。上面淡緑色，下面は紫色をもびることが多い。
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両面に毛を散生し特に葉縁と脈上に多い。葉柄には短毛が密生し長さ5－13㎜。

　胚軸界および根系：　胚軸界は明瞭。根は赤褐色で同色の宿存根毛がある。主根の発達はそれ

ほどでもなく胚軸下部よりしばしば多くの不定根を出す。

　標本：　京都市左京区岩倉（播種栽培）25．vii．1991（図版），芦生演習林（自生）19．ix．1985，

京都市左京区京都大学上賀茂試験地（自生）21．v．1986，滋賀県朽木村生杉（自生）29．vi．1990．

3．ヤマウルシ　Rhus　trichecarpa　Miq．，図3：3

　　柳田（1928），第58；宮部・工藤（1928），2：63，t．61；山中（1975），p．40；小見山　他（1988），

p．429，　fig．　35．

　実生：　地上子葉，開出子葉型。散布の翌年および翌々年に発芽する。

　胚軸：　丸く，暗紅色を帯びる。上向きの曲がった短毛を密に布くが，下の方ほど短く疎らに

なる。長さ20－30㎜，直径約lmm。

　子葉：　2枚，対生。やや革質。楕円形～長楕円形。円頭，しばしば斜脚となり円脚～やや漸

尖脚，全縁。両面無毛，葉身基部の中脈上にしばしば短毛がある。両面淡緑色だが，陽地にはえ

るものは暗紅色を帯びる。3行脈状。長さ10－15㎜，幅6－8㎜。葉柄には曲がった短毛があり，

上面に溝がある。長さ2－3㎜。基部で合生し左右の子葉は連絡する。

　上胚軸および茎：上胚軸は丸く，上向きに曲がった短毛を密布する。長さ3－8㎜。茎にも

同様の毛がある。

　葉：　低出葉はない。初生葉は対生し，第3葉から互生する。第1葉および第2葉は3出複葉。

頂小葉は側小葉よりもやや大きく，卵形～披針形，鈍頭～やや鋭頭，漸尖脚でしばしば長くのび

る。縁には1対の欠刻状鋸歯がある。長さ15－25■，幅7－15mm。両面に毛を散生し，特に脈上と

葉縁に多い。葉柄は紅色を帯び，短毛がある。長さ6－12㎜。芽には毛を密生する。

　胚軸界および根系：　胚軸界は明瞭。根は赤褐色。側根が多く主根は目だたない。胚軸の下部

からしばしば不定根を出す。赤褐色の宿存根毛を密生する。

　標本：　京都市左京区百井峠～天ヶ岳（播種栽培）25．vii．1991（図版），芦生演習林（播種栽

培）7．v．1986，芦生演習林（自生）6．vii。1984，京都市左京区岩倉（自生）16．vi．1985，京都市

左京区深泥池（自生）6．vi．1987，京都市左京区吉田山（自生）1．vii．1984．

ミズキ科　Cornaceae

　世界に12属100種。日本には5属7種があり，うち4属5種が木本；すべて地上子葉，開出子

葉型である。

　本演習林には5種とも産する。いずれも演習林内全域に普通に見られるがクマノミズキ，ハナ

イカダはやや少ない。

la常緑；子葉の基部は次第に細くなり明瞭な葉柄はない　………………・……　1．

1b　落葉；子葉柄は明瞭

　2a　初生葉は対生

　　3a胚軸は無毛，粒状突起がある　……・・…………・……・……　　　　　　　2．

　　3b　胚軸は無毛，粒状突起はない　………………・・：・・　　　　　　　　　　5．

　2b　初生葉は互生

　　3a子葉は凹頭。初生葉には先が芒状の鋸歯がある　……　　　　　　　　3．

ヒメアオキ

ヤマボウシ

クマノミズキ

ハナイカダ
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図一4 1．ヒメアオキ　Aucuba　1’aponica　var．　borealis，　l　a：habit（X1），1b：cotyldon（X2）

2．クマノミズキ　SUtdαmacrOphylla，2a：habit（X　1），2b：cotyledon（X2），2c；cotyle－

　　　donary　node　（X7ca）

3．ミズキ　Stv；’da　controversa，3a：habit（X1），3b：cotyledon（X2）

4．ヤマボウシ　Benthα7nldia　iαponica，4a：habit（X　1），4b：cotyledon（X2），4c：cotyle・

　　　donary　node　（X7ca）
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3b　子葉は鈍頭。初生葉は全縁 4．ミズキ

1．ヒメアオキ　Aucuba　iapenica　Thunb．　var．　borealis　Miyabe＆Kudo，図4：1

　　柳田（1928），第139’アヲキバ’；山中（1975），p．46，222’アオキ’；小見山　他（1988），

p．427，　fig．　17．

　実生：　地上子葉，開出子葉型。散布翌年の秋に発芽して子葉のみ現れ，初生葉の展葉はその

次の年になる。

　胚軸：　丸く，緑色で無毛。長さ40－80mm，直径2－3mm。

　子葉：　2枚，対生。革質。卵状長楕円形～やや披針形，鋭頭，模脚。全縁。両面無毛。上面

はやや深緑色で光沢がある。下面は緑色。脈はやや不明瞭。長さ15－25mm，幅4－8・mrn。基部はし

だいに細くなり，はっきりとした葉柄はない。上面やや凹む。無毛。左右の子葉が連絡して上胚

軸を抱く形になる。

　上胚軸および茎：　上胚軸は丸く太い。短毛を散生。長さ10－20㎜。茎も同様。

　葉：　低出葉はない。初生葉は最初から対生。第1対目の葉は卵形，鋭頭，やや円脚。2～3

対の低い鋸歯がある。上面無毛，濃緑色で光沢がある。下面は緑色，主脈上に短毛がごく疎らに

存在する。脈は上面やや凹，下面に凸。脈は網状脈だが，細脈はは不明瞭。葉柄は上面やや凹み，

下面に短毛がある。長さ7～9㎜。

　胚軸界および根系：　胚軸界は明瞭。主根が発達し細根はあまりない。宿存根毛が密生する。

　備考：　乾燥すると金体に黒変。アオキは子葉がより広く，子葉柄は明瞭である。

　標本：　芦生演習林（自生）24．v．1985（図版）．

2．ヤマボウシ

Benthatitidiα　iap｛ynicα（Sieb．＆Zucc．）Hara；Canas　k〔nesα　Buerger　ex　Hance，図4：4

　　柳田（1939），第580’コヤマボウシ’；山中（1975），p．46，216；小見山・矢野（1989），p．267，

fig．13．

　実生：　地上子葉，開出子葉型。散布の翌年および翌々年に発芽する。

　胚軸：　丸く，粒状の小突起を密生するが，下部ほど少なくなる。無毛。やや赤味を帯びる。

長さ30－60㎜，直径約1mm。

　子葉：　2枚，対生。やや革質。倒卵形で左右非対称な場合が多い。円頭，漸鋭尖脚。全縁。

両面無毛。上面は淡緑色だが，強光条件下では赤味を帯びる。下面はやや色が薄い。脈は3行脈

状で側脈は3－4対。細脈は不明瞭。長さ10～20mm，幅7～11㎜。葉柄は上面凹み，基部は左右

の子葉が連絡して上胚軸を抱く。下面に粒状小突起がやや密にある。長さ1～2mm。

　上胚軸および茎：　上胚軸は丸く赤味を帯びる。丁字伏毛を密生。短い赤褐色の筋状斑紋が出

て，その部分の毛も染まることがある。長さ5～10mm。茎も同様。

　葉：　低出葉はない。初生葉から対生。第1対目の葉は卵形，鋭尖頭，基部は円形。全縁。上

下面ともに丁字伏毛を散生。側脈は3－4対。上下面共に凸。葉長25－45mm，幅11－17㎜。葉柄は

上面凹み，丁字伏毛が密生。長さ1㎜前後。

　胚軸界および根系：　胚軸界は明瞭。主根はやや不明瞭で側根が長くのびる。分枝はあまり多

くない。（部分的に）白い宿存根毛が見られる。

　標本：　芦生演習林（自生）10．vi．1987（図版），芦生演習林（播種栽培）28．v．1985，芦生演

習林（自生）28．v．1983，3．vi．1983，7．vi．1985，16．v．1986．
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3．ハナイカダ　Heltpingiα　」αρ｛rnicα（Thunb．　ex　Murray）F．　G．　Dietr．，図5：1

　　柳田（1930），第266；山中（1975），p．46．

　実生：　地上子葉，開出子葉型。散布の翌春発芽する。山中（1975）には2～3年後に発芽する，

とある。

　胚軸：　微細な粒状突起があるが不明瞭。稜があり上部では溝になる。無毛で紫色を帯びるが，

下部はやや白い。長さは15－80㎜と変異が大きい。直径約1．5㎜。

　子葉：　2枚，対生。紙質～やや革質。卵形～卵状楕円形，凹頭で凹みに小突起がある。円脚。

全縁。無毛。上面は緑色でやや光沢がある。下面は淡緑色。脈は3行脈状で側脈は3－4対。細

脈はやや不明瞭。上下面共僅かに凸。長さ10－25㎜，幅7－12㎜。生育条件によりかなり変異する。

葉柄は上面に広い溝があり，無毛，薄く紫色を帯びる。長さ3－6㎜。基部は胚軸の溝へと流れる。

　上胚軸及び初生葉：　やや角張り，紫色を帯びる。無毛。長さ4－12mm。茎も同様。

　葉：　低出葉はなく，初生葉から互生。第1葉は卵形，鋭尖頭，円脚。短芒におわる低い円鋸

歯がある。両面無毛。上面は緑色で光沢がある。下面は淡緑色。側脈は3－4対。上面で凹み，

下面に凸。長さ20－35mm，幅12－20㎜。葉柄はやや紫色を帯び，上面に広い凹みがある。無毛。長

さ3－10㎜。葉柄の基部に針状の托葉がある。

　胚軸界および根系：　胚軸界は不明瞭。主根ははっきりせず，細根が多い。宿存根毛は僅かに

見られる。淡褐色。

　標本：　京都市比叡山（播種栽培）25．vii．1991（図版），京都市左京区貴船（播種栽培）1．vi．1988，

芦生演習林（自生）20．vi．1986，4．viii．1986，京都市左京区岩倉（自生）31．v．1987，19．vii．1987，

17．iv．1988，滋賀県朽木村生杉（自生）29．vi．1990．

4．ミズキ　Surida・controversa（Hemsl．）Sojak；Comus　controversa　Hemsl．，図4：3

　　柳田（1927），第21；宮部・工藤（1931），3：41，t．81；山中（1975），p．46；小見山　他（1988），

p．427，　fig．　15，　pl．　2．

　実生：　地上子葉，開出子葉型。散布の翌春発芽する。

　胚軸：　丸く，上部はやや赤味を帯び，下部は白っぽい。無毛。長さ40－50㎜，直径約1㎜。

　子葉：　2枚，対生。紙質。卵形～長楕円形，鈍頭，基部は円形でやや葉柄に流れる。全縁。

無毛。上面緑色，下面淡緑色。3行脈状で5脈が目だつ。上面でやや凹，下面に凸。葉長20～26㎜，

幅10～15㎜。葉柄は上面に広い溝があり，無毛，基部で左右の子葉が連絡して上胚軸を抱く形に

なる。無毛。長さ3－5㎜。

　上胚軸及び茎：　上胚軸は丸く淡緑色，赤味を帯びることがある。白色の丁字伏毛を散生する。

上部の方が毛の密度が高い。長さ2－16㎜。茎も同様，丁字伏毛を密生する。

　葉：　低出葉はない。初生葉から互生。第1葉は卵形，漸尖頭，基部は円脚～やや模脚。全縁。

両面に丁字伏毛を散生する。上面淡緑色，下面はやや粉白。側脈は3－4対，中脈とともに上面

はやや凹，下面に凸。長さ35・一・・45mm，幅15－23㎜。幼芽は丁字伏毛に密に被われる。葉柄は上面

に浅い溝があり，丁字伏毛が密生する。長さ3－5㎜。

　胚軸界および根系：　胚軸界はやや不明瞭。根は淡褐色，主根はやや不明瞭で側根が長くのび

る。分枝はあまり多くない。部分的に宿存根毛がある。胚軸下部からしばしば不定根を出す。

　標本：　京都市鞍馬山（自生）28．vi．1991（図版），芦生演習林（播種栽培）7．v．1986，芦生

演習林（自生）12．v．1983，30．vi．1983，5．vi．1987，滋賀県朽木村生杉（自生）29．vi．1990，奈

良県下北山村前鬼（自生）30．ix．1984，奈良県下北山村和佐又山（自生）1．vi．1986．
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5．クマノミズキ　Swida　macrophyllα（Wall．）Soj　ak；　Cornus　macmphyUa　W　all．，図4：2

　　柳田（1929），第155；山中（1975），p．46．

　実生：　地上子葉，開出子葉型。散布の翌春発芽する。

　胚軸：　丸く，無毛。上部はやや赤味を帯びる。下部は白色。長さ30－35㎜。直径0．5－1㎜。

　子葉：　2枚，対生。紙質。長楕円形～卵状長楕円形，鈍頭，基部は円形，やや葉柄に流れる。

全縁。両面無毛。上面緑色で，強光条件下で生育する個体では葉縁がやや赤味を帯びることがあ

る。下面はやや薄い緑色。脈は3行脈状で5脈が目だつ。長さ12－16㎜，幅6－9mm。葉柄は上面

がやや凹み，基部は左右の子葉が連絡して上胚軸を抱く形になる。無毛。長さ1－2㎜。

　上胚軸及び茎：　上胚軸は丸く，淡緑色。白い丁字伏毛に被われるが，毛は部分的に赤褐色に

染まり，短い筋状の斑紋となる。長さ5－15㎜。茎も同様に丁字伏毛に被われ，褐色の短い筋が

多数入る。

　葉：　低出葉はなく，初生葉から対生。第1対目の葉は長卵形～皮針形，鋭尖頭，円脚。全縁。

両面に丁字伏毛を散生，上面は淡緑色，下面はやや白っぽい。強光条件下の個体は，葉縁がやや

赤味を帯びる。側脈は2－3対，細脈は不明瞭。中脈と共に上面でやや凹，下面に凸。葉長20－25㎜，

幅8－10㎜。葉柄は上面に浅い溝があり，丁字伏毛が密生。赤褐色の短い筋が多数入る。長さ1－

2mm。第2対目以降もほぼ同様。

　胚軸界および根系：　胚軸界は不明瞭。根は淡褐色。主根はやや不明瞭で側根が長く伸びる。

分岐はあまり多くない。部分的に宿存根毛がある。胚軸下部からしばしば不定根を出す。

　標本：　芦生演習林（自生）10．vi．1987（図版），芦生演習林（播種栽培）21．v．1987，芦生演

習林（自生）　16．vi．1984，京都府大江町大江山（自生）　26．vi．1983，京都市左京区岩倉（自生）

24．iv．1988，29．v．1988，福井県大飯郡青葉山（自生）15．vii．1984．

エゴノキ科　Styracaceae

　世界に12属180種。日本に2属5種があり，すべて木本；実生形態は地上子葉，開出子葉型。

低出葉はない。

　芦生演習林にはオオバアサガラ，ハクウンボク，エゴノキの2属3種が生育する。オオバアサ

ガラは谷底部に多い。バクウンボク，エゴノキは林内で普通にみられ，実生も林道，歩道横や伐

採跡地で普通。稀に石の横や切株の横に小動物によって貯蔵された種子がかたまって発芽してい

るのがみられる。

1a子葉は長さ1㎝内外，胚軸は無毛で粒状の微突起を密生する

　　　　…・…・…………・…・・……………・……・・……………………………・……　1．オオバアサガラ

1b　子葉は大きく長さ2㎝以上，胚軸に短毛または星状毛がある

　2a子葉はより小さく，楕円形で光沢がある。第1葉の毛は散生，葉柄基部には短毛に被われた腋

　　　芽が目だつ　………・…・……・…・…・…………・・……・…………・……・……　2．エゴノキ

　2b　子葉はより大きく円形で光沢はない。第1葉は密に毛に被われ，葉柄の基部は膨らみ，葉柄内

　　　芽がみられる　・……・……………………………・………・…・……・………・　3．バクウンボク

1．オオバアサガラ　PteTost）rrαx　his♪tda　Sieb．＆Zucc．，図6：2

　柳田（1927），第32；山中（1975），p．47．

実生：　地上子葉，開出子葉型。散布の翌春と翌々春に発芽する。
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図一5 1．ハナイカダ　He　lwtng・輌α∫α棚icα，1a：habit（X1），1b：cotyledon（X2）

2．バクウンボク　Styraκ　obassia，2a：habit（X1），2b：cotyledon（Xl）
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　胚軸：　軸は丸く，薄い緑色を帯びる。無毛で粒状の微突起を密生する（柳田には短毛を密生

するとある）。直径0．5－1㎜，長さ15－25㎜。

　子葉：2枚，対生。葉身は小さく，紙質。長楕円形～卵形，円頭だが中脈が先端部でやや肥厚

し微突端となる。基部は円形やや葉柄に流れる。上面淡緑色，下面はより薄い。全縁。無毛。脈

は3行脈状。細脈は不明瞭。中脈と側脈は両面にやや凸出。長さ10mm，幅5㎜前後。葉柄は上面

に溝がある。淡色で無毛，粒状の微突起がある（柳田には短毛を密生するとある）。長さ2㎜前後。

基部で左右の子葉が連絡して上胚軸を抱く形になる。

　上胚軸および茎：　上胚軸は丸く淡緑色。星状毛を密生する。長さ3－4㎜。茎も同様。

　葉：　低出葉はない。初生葉は最初から互生。第1葉は卵形，鋭頭，円脚。鋸歯縁。5－7対

の突起状の鋸歯がある。上面は短毛が散生，下面は脈上に星状毛がやや密にはえる。脈は3行脈

状，細脈は不明瞭。上面で凹み，下面に凸出。長さ10－15mm，幅7－10mm。葉柄は上面は凹み，短

毛または星状毛がある。長さ2－3mm。第2葉以降もほぼ同様だが大きくなる。

　胚軸界および根系：　胚軸界は不明瞭。根は細く，主根はあるが不明瞭。色は薄い淡褐色。部

分的に宿存根毛がある。

　標本：　滋賀県大津市足尾谷（播種栽培）1．vii．1991（図版），芦生演習林（播種栽培）

15．v。1986．

2．エゴノキ　Styrax　iαpmicαSieb．＆Zucc．，図6：1

　柳田（1927），第31；宮部・工藤（1931），3：45，t．83；山中（1975），p．47；小見山　他（1988），

p．　427，　fig．　8．

　実生：　地上子葉，開出子葉型。散布の翌春と翌々春に発芽する。

　胚軸：　軸は長く，やや太い。緑色，紫色を帯びることもある。子葉の付着点の間から溝が下

方に伸びることがあるがあまり明瞭ではない。星状毛があり上部ほど密。長さ20－60㎜。直径は

上部で1－1．5mm，基部は次第にふくらんで2mm程度になる。

　子葉：　2枚，対生。葉身は大きく，紙質。楕円形～卵形，円頭で先はやや凹む。基部は円形

～漸尖形。全縁で短毛が密生。上面は緑色で光沢があり下面はやや薄い緑色。両面に短毛（分枝

の少ない星状毛）を散生し，葉縁と脈上はやや密に生える。3行脈。細脈は不明瞭。両面ともに

凸出するが下面で著しい。主脈の上端部はやや肥厚する。葉長25－35mm，幅15－25mm。葉柄は溝が

あり星状毛がやや密に生える。長さ2－3mm。基部で左右の子葉が連絡するか，または胚軸の溝

に流れるがあまり明瞭ではない。葉柄基部には星状毛に被われた腋芽が目だつ。

　上胚軸および茎：　丸く，短い星状毛を密生，やや紫色を帯びる。長さ15－25mm。茎も星状毛

が密生。茎はジグザグ状に伸びる。

　葉：　低出葉はない。初生葉から互生。第1葉は卵形，鋭尖頭。基部は円形～やや模形。粗く

低い鋸歯縁で鋸歯は微突起状，先端はやや内曲する。両面に（分枝の少ない）星状毛を散生し，

脈上にやや多い。側脈は4－5対，中脈とともに上面で凹み下面では凸出する。長さ25－40mm，幅

15－20mm。葉柄は丸く，星状毛を密生。葉柄の基部には星状毛に被われた腋芽が目だつ。第2葉

以降もほぼ同様。

　胚軸界および根系：　胚軸界付近はやや膨れる。根は淡褐色，主根は明瞭で側根が伸びる。宿

存根毛がある。

　標本：　芦生演習林（自生）8．vii．1990（図版），芦生演習林（自生）3．vi．1983，京都市左京

区岩倉（自生）18．vi．1984，京都市左京区比叡山（自生）13．vi．1984，4．v．1986，岡山県高梁市

松原町（狩山俊吾採集，播種栽培）20．iv．1988，21．v．1987．
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6l図 エゴノキ　Styrax　」αpeniCa，1a：habit（X1），1b：cotyledon（X1）

オオバアサガラ　Pterostyrex　hispida，2a：habit（X1．5），2b：cotyledon（X2）

タンナサワフタギ　Symptocos　ccreana，3a：habit（Xl．5），3b：cotyledon（X2）

サワフタギ　SY1nPtQCOS　chinensis，4a：habit（X1．5），4b：cotyledon（X2）
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3．バクウンボク　Styrax　ebαssia　Sieb．＆Zucc．，図5：2

　　柳田（1927），第4；宮部・工藤（1931），3：43，t．82；山中（1975），　p．47，230；小見山

他（1988），P．427，　fig．9，　P1．1．

　実生：　地上子葉，開出子葉型。散布の翌春と翌々春に発芽する。

　胚軸：　軸は長く，太く緑色。両子葉の付着点の間に溝があり，長く軸の下方に続く。軸の上

部は短い星状毛が散生するが下方に向かって次第に星状毛の分枝が少なく，また毛も少なくなっ

てほとんど無毛になる。長さ40－70mm。下方にむかって次第に太くなり，直径は上部で1－1．5㎜，

基部では2－2．5㎜になる。

　子葉：　2枚，対生。葉身は大きく円形，紙質。円頭で先端は僅かに凹むことがある。基部は

円形でやや葉柄に流れる。全縁。強光下で生育した個体ではしばしば葉縁が上下に波うつ。上面

は緑色で光沢はなく，短毛を散生，葉縁と脈上は密に生える。下面はやや薄い緑色で無毛。脈は

明瞭で5脈が目だち，両面に凸出するが下面で著しい。中脈の先端部はやや肥厚する。葉長

30－40㎜，幅25－35㎜。葉柄は上面に広い溝があり，星状毛と短毛がやや密に生える。長さ2－3㎜。

十分に成長したものでは，葉柄基部に短毛に被われた腋芽が目だつ。

　上胚軸および茎：　上胚軸は丸く，星状毛を密生し，長さ10－20mm。茎も星状毛を密生する。

　葉：　低出葉はない。初生葉は最初から互生。第1葉は長楕円形，鋭尖頭，基部は円形。粗い

歯牙縁で12－20対の不整な鋸歯があり，先端は芒状となる。葉身の上面は長毛がやや密に生える

が脈上と葉縁には星状毛が混じる。下面は星状毛が密生し，特に脈上で著しい。側脈は6－8対，

中脈と共に上面で凹み下面では著しく凸出する。長さ80－90mm，幅40－45mmになる。葉柄は丸く星

状毛を密生，基部は膨れ，中に短毛に被われた芽がある（葉柄内芽）。第2葉以降もほぼ同様。

　胚軸界および根系：　胚軸界付近はやや膨れる。主根は明瞭で側根が伸びる。色は淡褐色。宿

存根毛がある。

　標本：　滋賀県朽木村生杉（自生）29．vi．1990（図版），芦生演習林（自生）3．vi．1983，16．vi．1984，

30．v．1985，9．viii．1985，4．viii．1986，京都大学本部試験地植栽木（播種栽培）17．iv．1987，

24．iv．1987，　13．v．1987．

ハイノキ科　Symplocaceae

　世界に1属400種。日本には23種が分布し，その多くは常緑性。実生は地上子葉，開出子葉型

で，核の頂より発芽する。子葉は2枚が対生し線形。低出葉はなく初生葉は互生する。

　芦生演習林には落葉性のサワフタギ，タンナサワフタギの2種が分布する。サワフタギは谷底

部の沖積土上に，タンナサワフタギは斜面や尾根沿いに多くみられる。

1a初生葉は全縁または突起状の鋸歯を有する　　……………　　　　　1．サワフタギ

1b　初生葉は明瞭な鋸歯を有する　……・…………・・……・……・…　…・…・　2．タンナサワフタギ

　＊　中間型があって判別が困難な場合がある。

1．サワフタギ　SYμplocos　chinenSis（Lour．）Druce　var．　teucocαrpa（Nakai）Ohwi，図6：4

　　柳田（1928），第108，’ルリミノウシコロシ’；山中（1975），p．47；小見山・矢野（1989），

p．268，　fig．　8．

　実生：　地上子葉，開出子葉型。散布の翌年発芽するが，子葉は核内にとどまったまま越冬し，

春を待って展葉する。
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　胚軸：　丸く淡緑色。無毛。粒状微突起を布くがやや不明瞭。長さ10－50㎜，直径1－1．5㎜。

　子葉：　2枚，対生。やや厚質。線形，鈍頭，基部は明瞭な柄を欠き，もう一方の子葉と合着

して葉縁が連続する。全縁。両面無毛（柳田は表面に短毛を生じ裏面に長軟毛があるというが疑

わしい），淡緑色。裏面に粒状微突起を布くが不明瞭。中脈は上面でやや溝になり下面にもりあ

がる。側脈はやや不明。長さ7－13㎜，幅1－2㎜。

　上胚軸及び茎：　上胚軸は丸い。胚軸よりも細く上向きに曲がった毛をやや密生する。長さ3

－ 10㎜。第2，第3節間とも短く0－3㎜。同様の毛を布く。

　葉：　低出葉はない。初生葉は節間は短いが最初から互生。第1葉は楕円形，鋭頭，模脚，全

縁またはまれに突起状の鋸歯を有する。毛縁。両面に曲がった毛を散生し，特に脈上に多い。側

脈は4－5対，中脈と共に上面でくぼみ下面に凸出する。葉身は長さ6－12㎜，幅3－6　mm。0．5－2㎜

程度の葉柄がある。第2葉以降次第に毛が多く大型になる傾向があるが，明瞭な鋸歯をだすこと

はまれ。芽にはやや密に毛がある。

　胚軸界および根系：　胚軸界は不明瞭。主根は明瞭で細く淡褐色。宿存根毛は見あたらない。

　標本：　芦生演習林（播種栽培）25．iv．1988（図版），15．xii．1987，9．iv．1988，11．v．1988．

2．タンナサワフタギ　SYrVLptocos　coreαua（L6v．）Ohwi，図6：3

　　柳田（1934），第421；山中（1975），p．47；小見山他（1988），　p．426，　fig．7．

　実生：　地上子葉，開出子葉型。散布の翌年発芽するが，子葉は核内にとどまったまま越冬し，

春を待って展葉する。

　胚軸：　丸く淡緑色。無毛。粒状微突起を密布する。，長さ10－50mm，直径1－1．5㎜。

　子葉：　2枚，対生。やや厚質。線形，鈍頭，基部は明瞭な柄を欠き，もう一方の子葉と合着

して葉縁が連続する。全縁。両面無毛，淡緑色。裏面に粒状微突起がありサワフタギよりやや顕

らか。中脈は上面でやや溝になり下面にもりあがる。側脈はやや不明。長さ10－22㎜，幅1－2mm。

　上胚軸及び茎：　上胚軸は丸い。胚軸よりも細く，上向きに曲がった毛をやや密生する。長さ

3－10mm。第2，第3節間とも短く0－3mm。同様の毛を布く。

　葉：　低出葉はない。初生葉は節間は短いが最初から互生。第1葉は楕円形～卵形，鋭頭，し

ばしばやや尾状にのびる。模脚。突起状鋸歯縁またはまれに全縁。毛縁。両面に曲がった毛を散

生し，特に脈上に多い。側脈は4－5対，中脈と共に上面でくぼみ下面に凸出する。葉身は長さ

8－23mm，幅5－10mm。1－3mm程度の葉柄がある。第2葉以降はやや大きくなり，はっきりとし

た鋸歯縁となる。芽にはやや密に毛がある。

　胚軸界および根系：　胚軸界は不明瞭。主根は明瞭で細く淡褐色。宿存根毛は見あたらない。

　標本：　芦生演習林（播種栽培）9．vi．1988（図版），芦生演習林（自生）14．v．1983，1．vi．1984，

7．vi．1984，京都市左京区天ケ岳（自生）22．vi．1990，京都市左京区佐々里峠（自生）13．viii．1989，

滋賀県甲賀郡信楽町（自生）18．vi．1986，奈良県下北山村前鬼（自生）1．x．1984．

クマツヅラ科　Verbenaceae

　世界に75属3000種。日本に9属27種があり，うち6属23種が木本。実生形態は地上子葉型，地

下子葉型の両方が知られる。

　本演習林には2属3種が産する。クサギとムラサキシキブは演習林内全域に普通に見られるが，

ヤブムラサキは少なく，低標高地に稀に見られる。
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図一7 1．クサギ　Clerodendrum　trichot（nnum，1a：habit（X1），1b：coty　ledonary　node（X4）

2．ムラサキシキブ　Cα肱α吻∫α㎞fcα，2a：habit（X1．5），2b：cotyledon（X4），2c：coty－

　　　ledonary　node　（X12ca）

3．ヤブムラサキ　Callicαrpa　moltis，3a：habit（X　1．5），3b：cotyledon（X4），3c：cotyle－

　　　donary　node　（X12ca）
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1a　地上子葉型

　2a上胚軸には短毛が多く星状毛はほとんどない　………・・………・………　1．ムラサキシキブ

　2b上胚軸には星状毛が多く混じる　……………………・　　　　　　　　2．ヤブムラサキ

1b　地下子葉型　…・…………・…・………・・…………　　　　　　　　　　　　　3．クサギ

1．ムラサキシキブ　Callicarpa　japmtCa　Thunb．　ex　Murray，図7：2

　　柳田（1928），第84；山中（1975），p．48，242；小見山・矢野（1989），　p．266，　fig．6．

　実生：　地上子葉，開出子葉型。散布の翌春発芽する。

　胚軸：　軸は丸く，薄い緑色。ごく短い毛がやや密にある。上部には黄色を帯びた透明な腺点

が多少混じる。長さ7－15㎜，直径約0．5mm。

　子葉：　2枚，対生。葉身は小さく薄い紙質。短卵形，やや凹頭，切脚～広い襖脚で，やや葉

柄に流れる。全縁。上面薄い緑色，無毛またはわずかに短毛がある。下面はより薄い緑色，通常

無毛，黄色を帯びた透明な腺点が疎らにある。側脈は2対。脈は上面では明瞭だが下面でははっ

きりしない。両面にやや凸。中脈の先端部で凹部はやや肥厚する。長さ3－5㎜，幅3－5㎜。葉

柄は上面に溝がある。下面を中心にごく短い短毛を散生し，腺点が混じる。長さ2－3mm。

　上胚軸及び茎：　上胚軸は薄い緑色，丸く，ごく短い毛を散生し腺点が僅かに混じる。星状毛

はほとんどない。長さ5－10mm。茎も同様だが，次第に星状毛が多くなる。第3節間以降および

腋芽には星状毛が多い。

　葉：　低出葉はない。初生葉から対生。第1対目の葉は短卵形，鈍頭，円脚～模脚。4－5対

の鈍鋸歯がある。上面短毛を散生，僅かに腺点がある。下面は短毛および腺点がやや多い。多少

星状毛が混じることがある。側脈は3－5対，下面で明瞭。葉柄は短毛が散生し星状毛が混じる

ことがある。長さ2－3㎜。第2対めの葉は鋸歯の切れ込みがやや深くなり，腺点の数も多くなる。

　胚軸界および根系：　胚軸界は不明瞭。根は淡褐色で主根ははっきりせず，側根がのびる。し

ばしば胚軸下部から不定根が出る。宿存根毛がある。

　標本：　芦生演習林（播種栽培）27．vi．1990（図版），芦生演習林（播種栽培）28．v．1985，

17．iv．1987，京都市左京区岩倉（播種栽培）15．vi．1988，京都市左京区花背峠（播種栽培）

25．vii．1991．

2．ヤブムラサキ　Callicarpα　mollis　Sieb．＆Zucc．，図7：3

　柳田（1929），第173；山中（1975），p．48．

　実生：　地上子葉，開出子葉型。散布の翌春発芽する。

　胚軸：　丸く，短毛を密生するが下方ではやや少なくなる。長さ6－10㎜，直径0．5－1㎜。

　子葉：　2枚，対生。葉身は小さく薄い紙質。短卵形，切頭～やや凹頭，基部は切形でやや葉

柄に流れる。葉縁には疎らに短毛があり，全縁（柳田には葉縁に刺毛状の毛を密生し，腺毛状の

毛を混ずとあるが，今回の標本では顕著ではなかった）。上面は薄緑色，短毛を散生。下面はよ

り薄い緑色。下面は毛が少ないが中脈上に短毛がある。腺点はほとんどない。脈は下面で明瞭，

上面でははっきりしない。側脈は2対。主脈の先端凹部にやや肥厚した部分がある。長さ4－6mm，

幅4－5㎜。葉柄は上面に溝があり，短毛を散生する。長さ2－3㎜。

　上胚軸及び茎：　上胚軸は丸く淡緑色，胚軸よりやや長い短毛を密生する。2又や星状の毛が

混じる。長さ5　－10mm。茎も同様だが，上方に行くほど2又や星状の毛が多くなる。腺点も混じる。

　葉：　低出葉はない。初生葉から対生。第1対目の葉はやや小型，卵形，鈍頭～鋭頭，円脚～

模脚。3－5対の鈍鋸歯がある。両面とも短毛と黄色を帯びた透明な腺点を散生する。脈は上面
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ではあまり明瞭ではない。側脈は3－5対。上面で凹み，下面に凸。長さ8－13㎜，幅6－8㎜。

葉柄は上面に溝があり，短毛と星状毛がやや密にある。第2対目の葉は楕円形でやや細長くなり，

毛や腺点が多くなる。長さ15－20㎜，6－8対の鈍鋸歯がある。

　胚軸界および根系：胚軸界は不明瞭。根は淡褐色，主根ははっきりせず，側根が長くのびる。

しばしば胚軸下部から不定根が出る。宿存根毛がある。

　標本：　京都市左京区岩倉（播種栽培）5．vii．1991（図版），京都市左京区貴船（播種栽培）

24．輌v．1987，　28．v．1987，　8．vi．1987．

3．クサギ　Clerodendntm　trichotoinum　Thunb．，図7：1

　　柳田（1928），第90；山中（1975），p．48，

　実生：　地下子葉，非開出子葉型。散布の翌春発芽する。網状の隆起のある核の端部から発根

し子葉柄がのびて幼芽が外に現れる。発芽の過程で核は2つに割れて偏平な側がはずれ，褐色の

種皮が見えることが多い。

　胚軸：　子葉節の下はすぐに根となり胚軸は極めて短く1mm程度。

　子葉：　2枚，対生，やや不等。側偏生。多肉質。上面どうしがぴったりと接し，全体として

片側がやや平らな楕円体をなす。長さ4mm，幅3　mm，厚さ3mm。円頭，全縁，無毛。褐色の種皮

に包まれる。葉柄は葉身が次第に細くなった形だが断面偏平で，肥厚した葉身部とは区別できる。

無毛。長さ約2㎜。基部は左右の子葉が連絡する。

　上胚軸および茎：　上胚軸は丸いが葉の近くでは多少偏平になる。上部は薄い緑色，下部は白

色またはやや赤味を帯びることもある。短毛と腺点がやや密にある。長さ15－25㎜，直径約1㎜。

茎には短毛と腺点が密にある。

　葉：　低出葉はない。初生葉から対生。第1対目の葉は卵形～三角状卵形，鋭頭，円脚～浅い

心脚。5－10対の鋸歯がある。上面は腺点と短毛が散生し，脈上と葉縁に短毛が多い。下面はや

や短毛が少なく腺点がやや密にある。3行脈，上面でくぼみ下面に突出する。細脈は上面で不明

瞭下面ではやや明瞭。長さ15－20mm，幅10－15mm。葉柄は短毛と腺点がやや密にある。長さ5－8㎜。

　胚軸界および根系：胚軸界はやや明瞭。根は白っぽい淡褐色で，主根は明瞭でない。あまり

分岐は多くなく根は長く伸びる。宿存根毛がある。

　標本：　京都市鞍馬山（自生）27．vi．1991（図版1a），芦生演習林（播種栽培）8．vi．1987（図

版1b），芦生演習林（播種栽培）28．v．1987，22．v量．1988，京都市左京区岩倉（自生）29．v．1988，

滋賀県朽木村生杉（自生）29．vi．1990．
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